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(57)【要約】
【構成】ジャイロセンサ５６はディジタルカメラ１０の
動きを検出する。第１メモリ電源スイッチ５２，第２メ
モリ電源スイッチ５４，およびサブＣＰＵ４４は、ジャ
イロセンサ５６の検知に応答してＳＤＲＡＭ３２に電源
を供給する。サブＣＰＵ４４は、メインＣＰＵ２６によ
って実行されるプログラムを第１メモリ電源スイッチ５
２，第２メモリ電源スイッチ５４，およびサブＣＰＵ４
４の供給処理に関連してＳＤＲＡＭ３２にロードする。
主電源スイッチ５０およびサブＣＰＵ４４は、サブＣＰ
Ｕ４４のロード処理の後の電源オン操作に応答してメイ
ンＣＰＵ２６に電源を供給する。
【効果】プログラムが実行可能となるまでの期間短縮お
よび電力浪費の抑制。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置の動きを検出する検出手段、
　前記検出手段の検知に応答して内部メモリに電源を供給する第１供給手段、
　プロセッサによって実行されるプログラムを前記第１供給手段の供給処理に関連して前
記内部メモリにロードするロード手段、および
　前記ロード手段のロード処理の後の電源オン操作に応答して前記プロセッサに前記電源
を供給する第２供給手段を備える、プログラム処理装置。
【請求項２】
　前記電源オン操作が実行されることなく前記ロード手段のロード処理から指定期間が経
過したとき前記内部メモリへの前記電源の供給を停止する第１メモリ電源停止手段をさら
に備える、請求項１記載のプログラム処理装置。
【請求項３】
　前記検出手段によって検出された動きの発生パターンが１または２以上の既定パターン
のいずれかと一致したとき前記第１供給手段の供給処理を制限する第１制限手段をさらに
備える、請求項１または２記載のプログラム処理装置。
【請求項４】
　電源オフ操作に応答して前記プロセッサへの電源の供給を停止するプロセッサ電源停止
手段、および
　前記プロセッサ電源停止手段の停止処理から指定期間が経過したとき前記内部メモリへ
の前記電源の供給を停止する第２メモリ電源停止手段をさらに備える、請求項１ないし３
のいずれかに記載のプログラム処理装置。
【請求項５】
　供給制限操作に応答して前記第１供給手段の供給処理を制限する第２制限手段をさらに
備える、請求項１ないし４のいずれかに記載のプログラム処理装置。
【請求項６】
　前記内部メモリは揮発性メモリに相当する、請求項１ないし５のいずれかに記載のプロ
グラム処理装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれかに記載のプログラム処理装置を備える、電子カメラ。
【請求項８】
　前記プログラムはファームウェアに相当する、請求項７記載の電子カメラ。
【請求項９】
　装置の動きを検出する検出手段を備えるプログラム処理装置の第１プロセッサに、
　前記検出手段の検知に応答して内部メモリに電源を供給する第１供給ステップ、
　第２プロセッサによって実行されるプログラムを前記第１供給ステップの供給処理に関
連して前記内部メモリにロードするロードステップ、および
　前記ロードステップのロード処理の後の電源オン操作に応答して前記第２プロセッサに
前記電源を供給する第２供給ステップを実行させるための、プログラム処理プログラム。
【請求項１０】
　装置の動きを検出する検出手段を備えるプログラム処理装置によって実行されるプログ
ラム処理方法であって、
　前記検出手段の検知に応答して内部メモリに電源を供給する第１供給ステップ、
　プロセッサによって実行されるプログラムを前記第１供給ステップの供給処理に関連し
て前記内部メモリにロードするロードステップ、および
　前記ロードステップのロード処理の後の電源オン操作に応答して前記プロセッサに前記
電源を供給する第２供給ステップを備える、プログラム処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、プログラム処理装置に関し、特にプロセッサによってプログラムが実行さ
れる、プログラム処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の処理装置の一例が、特許文献１に開示されている。この背景技術によれば、電
子機器は、非常時稼動部および常時稼動部により構成される。非常時稼動部は、ＣＰＵ（
中央演算処理装置）、プログラム格納メモリ、主記憶装置、動作部および起動時刻指示部
を備える。常時稼動部は、タイマ、起動準備指示部および起動時刻メモリを備える。起動
準備指示部は、角速度を検知するジャイロセンサ等からなるセンサの出力信号に基づいて
、起動準備指示を常時稼動部のリモコン受信部に送信する。リモコン受信部は、起動準備
指示部から送信される起動準備指示を受信し、その起動準備指示をＣＰＵに与える。リモ
コン受信部は、起動準備指示を受信した場合に、ＣＰＵに起動準備指示を与える。それに
より、非常時稼動部の電源がオンになり、ＣＰＵが起動準備を実行する。起動準備には、
プログラム格納メモリに格納された圧縮されたプログラムを展開する動作、プログラム格
納メモリに格納されたプログラムを主記憶装置に転送する動作およびＣＰＵによりプログ
ラムの一部を実行する動作のうち一部または全部が含まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００４／０９２９３４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、背景技術では、起動準備指示が与えられたときに非常時稼動部の電源がオンと
なるので、ＣＰＵ等の非常時稼働部の構成要素全てに電力が供給される可能性がある。こ
のため、ＣＰＵによるプログラムの実行が可能となるまでの期間を短縮しようとするあま
り、非常時稼働部の不要な起動に起因して電力が浪費される恐れがある。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、プログラムが実行可能となるまでの期間を短縮
することができるとともに、プログラム処理装置の不要な起動に起因する電力の浪費を抑
制することができる、プログラム処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に従うプログラム処理装置(10：実施例で相当する参照符号。以下同じ)は、装
置の動きを検出する検出手段(56)、検出手段の検知に応答して内部メモリ(32)に電源を供
給する第１供給手段(52, 54, S17~S19)、プロセッサ(26)によって実行されるプログラム
を第１供給手段の供給処理に関連して内部メモリにロードするロード手段(S21~S23)、お
よびロード手段のロード処理の後の電源オン操作に応答してプロセッサに電源を供給する
第２供給手段(50, S41)を備える。
【０００７】
　好ましくは、電源オン操作が実行されることなくロード手段のロード処理から指定期間
が経過したとき内部メモリへの電源の供給を停止する第１メモリ電源停止手段(S31~S33)
をさらに備える。
【０００８】
　好ましくは、検出手段によって検出された動きの発生パターンが１または２以上の既定
パターンのいずれかと一致したとき第１供給手段の供給処理を制限する第１制限手段(S7~
S11)をさらに備える。
【０００９】
　好ましくは、電源オフ操作に応答してプロセッサへの電源の供給を停止するプロセッサ
電源停止手段(S59)、およびプロセッサ電源停止手段の停止処理から指定期間が経過した
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とき内部メモリへの電源の供給を停止する第２メモリ電源停止手段(S65)をさらに備える
。
【００１０】
　好ましくは、供給制限操作に応答して第１供給手段の供給処理を制限する第２制限手段
(28b, S13)をさらに備える。
【００１１】
　好ましくは、内部メモリは揮発性メモリに相当する。
【００１２】
　好ましくは、上述のプログラム処理装置は電子カメラに設けられる。
【００１３】
　さらに好ましくは、プログラムはファームウェアに相当する。
【００１４】
　この発明に従うプログラム処理プログラムは、装置の動きを検出する検出手段(56)を備
えるプログラム処理装置(10)の第１プロセッサ(44)に、検出手段の検知に応答して内部メ
モリ(32)に電源を供給する第１供給ステップ(52, 54, S17~S19)、第２プロセッサ(26)に
よって実行されるプログラムを第１供給ステップの供給処理に関連して内部メモリにロー
ドするロードステップ(S21~S23)、およびロードステップのロード処理の後の電源オン操
作に応答して第２プロセッサに電源を供給する第２供給ステップ(50, S41)を実行させる
ための、プログラム処理プログラムである。
【００１５】
　この発明に従うプログラム処理方法は、装置の動きを検出する検出手段(56)を備えるプ
ログラム処理装置(10)によって実行されるプログラム処理方法であって、検出手段の検知
に応答して内部メモリ(32)に電源を供給する第１供給ステップ(52, 54, S17~S19)、プロ
セッサ(26)によって実行されるプログラムを第１供給ステップの供給処理に関連して内部
メモリにロードするロードステップ(S21~S23)、およびロードステップのロード処理の後
の電源オン操作に応答してプロセッサに電源を供給する第２供給ステップ(50, S41)を備
える。
【発明の効果】
【００１６】
　装置の動きが検出されると、内部メモリに電源が供給されるとともに内部メモリにプロ
グラムがロードされる。また、ロードされたプログラムを実行するプロセッサには、ロー
ド処理の後の電源オン操作に応答して電源が供給される。したがって、その後プロセッサ
によってプログラムが実行される際にプログラムを内部メモリにロードする必要がなく、
プログラムが実行可能となるまでの期間を短縮することができる。また、プログラム処理
装置の不要な起動に起因する電力の浪費を抑制することができる。
【００１７】
　この発明の上述の目的，その他の目的，特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
実施例の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の一実施例の基本的構成を示すブロック図である。
【図２】この発明の一実施例の構成を示すブロック図である。
【図３】サブＣＰＵ４４によって参照されるレジスタの構成の一例を示す図解図である。
【図４】（Ａ）は図２に示した実施例の動作の一部を示すタイミング図であり、（Ｂ）は
図２に示した実施例の動作の他の一部を示すタイミング図である。
【図５】（Ａ）は図２に示した実施例の動作のその他の一部を示すタイミング図であり、
（Ｂ）は図２に示した実施例の動作のさらにその他の一部を示すタイミング図である。
【図６】（Ａ）は図２に示した実施例の動作の他の一部を示すタイミング図であり、（Ｂ
）は図２に示した実施例の動作のその他の一部を示すタイミング図である。
【図７】図２に示した実施例に適用されるサブＣＰＵの動作の一部を示すフロー図である
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。
【図８】図２に示した実施例に適用されるサブＣＰＵの動作の他の一部を示すフロー図で
ある。
【図９】図２に示した実施例に適用されるサブＣＰＵの動作のその他の一部を示すフロー
図である。
【図１０】図２に示した実施例に適用されるサブＣＰＵの動作のさらにその他の一部を示
すフロー図である。
【図１１】図２に示した実施例に適用されるサブＣＰＵの動作の他の一部を示すフロー図
である。
【図１２】図２に示した実施例に適用されるＣＰＵの動作の一部を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、この発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
［基本的構成］
【００２０】
　図１を参照して、この実施例のプログラム処理装置は、基本的に次のように構成される
。検出手段１は装置の動きを検出する。第１供給手段２は、検出手段１の検知に応答して
内部メモリに電源を供給する。ロード手段３は、プロセッサによって実行されるプログラ
ムを第１供給手段２の供給処理に関連して内部メモリにロードする。第２供給手段４は、
ロード手段３のロード処理の後の電源オン操作に応答してプロセッサに電源を供給する。
【００２１】
　装置の動きが検出されると、内部メモリに電源が供給されるとともに内部メモリにプロ
グラムがロードされる。また、ロードされたプログラムを実行するプロセッサには、ロー
ド処理の後の電源オン操作に応答して電源が供給される。したがって、その後プロセッサ
によってプログラムが実行される際にプログラムを内部メモリにロードする必要がなく、
プログラムが実行可能となるまでの期間を短縮することができる。また、プログラム処理
装置の不要な起動に起因する電力の浪費を抑制することができる。
［実施例］
【００２２】
　図２を参照して、この実施例のディジタルカメラ１０は、電源回路４６を含む。電源回
路４６は、互いに異なる電圧値を各々が示す複数の直流電源をバッテリ４８に基づいて生
成する。
【００２３】
　生成された複数の直流電源の一部はサブＣＰＵ４４およびジャイロセンサ５６に直接的
に与えられ、生成された複数の直流電源の他の一部は主電源スイッチ５０，第１メモリ電
源スイッチ５２，および第２メモリ電源スイッチ５４を介してシステム全体に与えられる
。したがって、サブＣＰＵ４４およびジャイロセンサ５６は常時起動されるのに対して、
システム全体を構成する要素の起動／停止は以下のように制御される。システム全体のう
ち、メモリ制御回路３０およびＳＤＲＡＭ３２は第１メモリ電源スイッチ５２のオン／オ
フに応答して起動／停止され、フラッシュメモリ４２は第２メモリ電源スイッチ５４のオ
ン／オフに応答して起動／停止される。システム全体を構成する他の要素は、主電源スイ
ッチ５０のオン／オフに応答して起動／停止される。
【００２４】
　フラッシュメモリ４２は、ディジタルカメラ１０のファームウェアおよびファームウェ
アの実行に必要な初期設定値を保持する。
【００２５】
　ジャイロセンサ５６は、ディジタルカメラ１０に動きが発生したか否かを検知し、動き
の発生が検知されると検知された動きを表す動きベクトルを出力する。ジャイロセンサ５
６から出力された動きベクトルは、サブＣＰＵ４４によって取り込まれ、図３に示すレジ
スタＲＧＳＴｇｙｒに登録される。レジスタＲＧＳＴｇｙｒには複数回の動き発生にそれ
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ぞれ対応する複数の動きベクトルが保持される。なお、ジャイロセンサ５６によって検知
される動きには、振動，移動，回転，および回動等が含まれる。
【００２６】
　ディジタルカメラ１０の操作者は通常、ディジタルカメラ１０を手に取って電源オン操
作を行う。したがって、ジャイロセンサ５６から動きベクトルが出力されたとき、ディジ
タルカメラ１０が電源オン操作のために操作者によって動かされたと判断される。このと
き、サブＣＰＵ４４は、第１メモリ電源スイッチ５２および第２メモリ電源スイッチ５４
をそれぞれ制御して、メモリ制御回路３０，ＳＤＲＡＭ３２，およびフラッシュメモリ４
２を起動する。
【００２７】
　サブＣＰＵ４４は次に、ディジタルカメラ１０のファームウェアおよびファームウェア
の実行に必要な初期設定値をフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する（図４
（Ａ）参照）。転送が完了するとサブＣＰＵ４４は、タイマ４４ｔのリセット＆スタート
を実行する。タイマ値は例えば５秒とする。
【００２８】
　タイマ４４ｔにタイムアウトが発生する前にキー入力装置２８上の電源ボタン２８ａに
よって電源オン操作が行われると、システム全体のうち起動されていなかった残りの要素
を、サブＣＰＵ４４は主電源スイッチ５０を制御して起動する。起動されたメインＣＰＵ
２６は、ＳＤＲＡＭ３２に保持されたファームウェアを実行する。
【００２９】
　なお、ディジタルカメラ１０が動かされることなく電源オン操作が行われた場合、動き
ベクトルがジャイロセンサ５６から出力されず、電源オン操作の前に上述の転送処理が実
行されない。この場合、ＳＤＲＡＭ３２およびフラッシュメモリ４２を含むシステム全体
の起動後に、サブＣＰＵ４４は、ディジタルカメラ１０のファームウェアおよびファーム
ウェアの実行に必要な初期設定値をフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する
。このようにしてＳＤＲＡＭ３２に保持されたファームウェアは、起動されたメインＣＰ
Ｕ２６によって実行される。
【００３０】
　ファームウェアの実行に従って、メインＣＰＵ２６においてメインタスクが起動される
。起動されたメインタスクの下でメインＣＰＵ２６は、キー入力装置２８に設けられたモ
ード変更ボタン２８ｍｄの状態（つまり現時点の動作モード）を判別し、撮像モードに対
応して撮像タスクを起動する一方、再生モードに対応して再生タスクを起動する。
【００３１】
　撮像タスクが起動されるとメインＣＰＵ２６は、動画取り込み処理のためにドライバ１
８を起動する。ドライバ１８は、周期的に発生する垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに応答して、
撮像面を露光し、撮像面で生成された電荷をラスタ走査態様で読み出す。イメージセンサ
１６からは、被写界を表す生画像データが繰り返し出力される。
【００３２】
　信号処理回路２０は、イメージセンサ１６から出力された生画像データに白バランス調
整，色分離，ＹＵＶ変換などの処理を施し、これによって作成されたＹＵＶ形式の画像デ
ータをメモリ制御回路３０を通してＳＤＲＡＭ３２に書き込む。ＬＣＤドライバ３４は、
ＳＤＲＡＭ３２に格納された画像データをメモリ制御回路３０を通して読み出し、読み出
された画像データに基づいてＬＣＤモニタ３６を駆動する。この結果、被写界のリアルタ
イム動画像（スルー画像）がＬＣＤモニタ３６に表示される。
【００３３】
　シャッタボタン２８ｓｈが全押しされると、メインＣＰＵ２６は撮像タスクの下で静止
画取り込み処理および記録処理を実行する。静止画取り込み処理によって取り込まれた１
フレームの画像データは、記録処理に関連して起動したＩ／Ｆ３８によってファイル形式
で記録媒体４０に記録される。
【００３４】
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　再生タスクが起動されるとメインＣＰＵ２６は、再生タスクの下で記録媒体４０に記録
された最新の画像ファイルを再生画像ファイルとして指定し、指定画像ファイルに注目し
た再生処理が実行される。この結果、指定画像ファイルの画像データに対応する光学像が
ＬＣＤモニタ３６に表示される。
【００３５】
　操作者によるキー入力装置２８の操作によって、メインＣＰＵ２６は、後続の画像ファ
イルまたは先行する画像ファイルを再生画像ファイルとして指定する。指定画像ファイル
は上述と同様の再生処理を施され、この結果、ＬＣＤモニタ３６の表示が更新される。
【００３６】
　図４（Ｂ）を参照して、電源ボタン２８ａによって電源オフ操作が行われたときは、メ
インＣＰＵ２６は実行中のタスクを終了し、ＳＤＲＡＭ３２にセルフリフレッシュ命令を
発行する。ＳＤＲＡＭ３２は、自らの内部カウンタを用いたリフレッシュの実行を開始す
る。システム全体のうちメモリ制御回路３０およびＳＤＲＡＭ３２を除いた一部は、サブ
ＣＰＵ４４による主電源スイッチ５０および第２メモリ電源スイッチ５４の制御に従って
停止される。
【００３７】
　ＳＤＲＡＭ３２によるセルフリフレッシュは、既定期間内において繰り返し実行される
。既定期間は例えば１時間とする。セルフリフレッシュの実行期間内は、ファームウェア
およびファームウェアの実行に必要な初期設定値がＳＤＲＡＭ３２に保持されている。し
たがって、ＳＤＲＡＭ３２のセルフリフレッシュの実行期間内にジャイロセンサ５６から
動きベクトルが出力された場合、サブＣＰＵ４４は上述の転送処理を実行しない（図４（
Ｂ）参照）。また、図５（Ａ）を参照して、ＳＤＲＡＭ３２のセルフリフレッシュの実行
期間内に電源ボタン２８ａによって電源オン操作が行われた場合、上述の転送処理が実行
されることなく、システム全体のうち起動されていなかった残りの要素が起動され、メイ
ンＣＰＵ２６においてファームウェアが実行される。
【００３８】
　図５（Ｂ）を参照して、ＳＤＲＡＭ３２によるセルフリフレッシュの実行期間が終了す
ると、サブＣＰＵ４４は、第１メモリ電源スイッチ５２を制御してメモリ制御回路３０お
よびＳＤＲＡＭ３２を停止する。ＳＤＲＡＭ３２の停止に従って、ファームウェアおよび
ファームウェアの実行に必要な初期設定値は、ＳＤＲＡＭ３２から消失する。したがって
、ＳＤＲＡＭ３２のセルフリフレッシュの実行期間終了後にジャイロセンサ５６から動き
ベクトルが出力された場合、上述の通りサブＣＰＵ４４は、ＳＤＲＡＭ３２およびフラッ
シュメモリ４２を起動する。サブＣＰＵ４４は次に、ファームウェアおよびファームウェ
アの実行に必要な初期設定値をフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送し、タイ
マ４４ｔのリセット＆スタートを実行する。タイマ４４ｔにタイムアウトが発生する前に
キー入力装置２８上の電源ボタン２８ａによって電源オン操作が行われると、システム全
体のうち起動されていなかった残りの要素が起動され、メインＣＰＵ２６においてファー
ムウェアが実行される（図４（Ａ）参照）。
【００３９】
　電源ボタン２８ａによって電源オン操作が行われることなくタイマ４４ｔにタイムアウ
トが発生したとき、ジャイロセンサ５６によって検知されたディジタルカメラ１０の動き
は、電源オン操作のためではないものと判断される。したがって、サブＣＰＵ４４は、第
１メモリ電源スイッチ５２および第２メモリ電源スイッチ５４をそれぞれ制御してメモリ
制御回路３０，ＳＤＲＡＭ３２，およびフラッシュメモリ４２を停止する（図６（Ａ）参
照）。
【００４０】
　このように、電源オン操作が行われるか否かに関わらず、ディジタルカメラ１０の動き
発生に従って動きベクトルがジャイロセンサ５６から出力される。例えば、ディジタルカ
メラ１０が操作者によって携帯されたとき、乗り物による移動および操作者の歩行等によ
って繰り返される振動の発生に従って、ジャイロセンサ５６は、ディジタルカメラ１０の
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動きを検知する毎に動きベクトルを出力する。このような周期的な振動による動きベクト
ルの出力パターンは、１または２以上の既定動きパターンとして準備される。
【００４１】
　レジスタＲＧＳＴｇｙｒに動きベクトルが新たに登録されると、サブＣＰＵ４４は、レ
ジスタＲＧＳＴｇｙｒに登録された複数の動きベクトルの発生パターンを１または２以上
の既定動きパターンの各々と照合する。この結果、動きベクトルの発生パターンがいずれ
かの既定動きパターンと一致したとき、サブＣＰＵ４４は、電源オン操作が行われないも
のと判断し、上述の転送処理を実行しない（図６（Ｂ）参照）。
【００４２】
　レジスタＲＧＳＴｇｙｒには複数回の動き発生にそれぞれ対応する複数の動きベクトル
が保持されるが、最新の動きベクトルの登録時から遡ってパターン照合に必要な期間内に
登録された１または２以上の動きベクトルが、確保されていればよい。動きベクトルを確
保する期間は例えば１５秒間とする。
【００４３】
　また、上述の転送処理を制限するためのロックスイッチ２８ｂがキー入力装置２８に設
けられている。操作者の操作によってロックスイッチ２８ｂの状態がロックまたはアンロ
ックのいずれかに設定される。動きベクトルがジャイロセンサ５６から出力されたとき、
ロックスイッチ２８ｂがアンロック状態の場合に限り転送処理が実行され、ロックスイッ
チ２８ｂがロック状態の場合は転送処理が実行されない。なお、ロックスイッチ２８ｂが
ロック状態の場合、ジャイロセンサ５６への電源の供給を停止するようにしてもよい。
【００４４】
　サブＣＰＵ４４は、図７～図１０に示すフロー図に従う処理を実行する。また、メイン
ＣＰＵ２６は、図１１に示すメインタスクを含む複数のタスクを並列的に実行する。なお
、メインタスクを含むメインＣＰＵ２６で実行されるタスクに対応する制御プログラムは
、上述のファームウェアとしてフラッシュメモリ４２に記憶される。
【００４５】
　図７を参照して、ステップＳ１ではタイマ４４ｔの値を“５秒”に初期化し、ステップ
Ｓ３ではフラグＦＬＧｆｗｄに“０”を初期設定する。ジャイロセンサ５６による動きベ
クトルの出力に従って、ステップＳ５ではディジタルカメラ１０に動きが発生したか否か
を判別する。判別結果がＮＯであればステップＳ２９に進む一方、判別結果がＹＥＳであ
ればステップＳ７に進む。
【００４６】
　ステップＳ７では、ジャイロセンサ５６から出力された動きベクトルをレジスタＲＧＳ
Ｔｇｙｒに登録する。ステップＳ９では、レジスタＲＧＳＴｇｙｒに登録された複数の動
きベクトルの発生パターンを１または２以上の既定動きパターンの各々と照合する。
【００４７】
　ステップＳ１１では、ステップＳ９の照合処理の結果、動きベクトルの発生パターンが
いずれかの既定動きパターンと一致したか否かを判別する。判別結果がＹＥＳであれば、
電源オン操作が行われないものと判断してステップＳ２９に進む。一方、判別結果がＮＯ
であればステップＳ１３に進む。
【００４８】
　ステップＳ１３ではロックスイッチ２８ｂがアンロック状態であるか否かを判別し、判
別結果がＮＯであればステップＳ２９に進む一方、判別結果がＹＥＳであればステップＳ
１５に進む。ステップＳ１５では、フラグＦＬＧｆｗｄに“０”が設定されているか否か
を判別し、判別結果がＮＯであればステップＳ２９に進む一方、判別結果がＹＥＳであれ
ばステップＳ１７に進む。
【００４９】
　ステップＳ１７では第１メモリ電源スイッチ５２を制御してメモリ制御回路３０および
ＳＤＲＡＭ３２を起動し、ステップＳ１９では第２メモリ電源スイッチ５４を制御してフ
ラッシュメモリ４２を起動する。
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【００５０】
　ステップＳ２１では、ディジタルカメラ１０のファームウェアの実行に必要な初期設定
値をフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する。ステップＳ２３では、ディジ
タルカメラ１０のファームウェアをフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する
。
【００５１】
　ステップＳ２５ではフラグＦＬＧｆｗｄに“１”を設定し、ステップＳ２７ではタイマ
４４ｔのリセット＆スタートを実行する。ステップＳ２９では、電源オン操作が行われる
ことなくタイマ４４ｔにタイムアウトが発生したか否かを判別し、判別結果がＮＯであれ
ばステップＳ３９に進む一方、判別結果がＹＥＳであればステップＳ３１～ステップＳ３
７の処理を経てステップＳ３９に進む。
【００５２】
　ステップＳ３１では第１メモリ電源スイッチ５２を制御してメモリ制御回路３０および
ＳＤＲＡＭ３２を停止し、ステップＳ３３では第２メモリ電源スイッチ５４を制御してフ
ラッシュメモリ４２を停止する。ステップＳ３５ではフラグＦＬＧｆｗｄに“０”を設定
し、ステップＳ３７ではタイマ４４ｔのリセットを実行する。
【００５３】
　ステップＳ３９では電源ボタン２８ａによって電源オン操作が行われたか否かを判別し
、判別結果がＮＯであればステップＳ５７に進む一方、判別結果がＹＥＳであればステッ
プＳ４１で主電源スイッチ５０をオンにする。
【００５４】
　ステップＳ４３ではフラグＦＬＧｆｗｄに“０”が設定されているか否かを判別し、判
別結果がＮＯであればステップＳ４５の処理を経てステップＳ５７に進む一方、判別結果
がＹＥＳであればステップＳ４７～ステップＳ５５の処理を経てステップＳ５７に進む。
ステップＳ４５ではタイマ４４ｔのリセットを実行する。
【００５５】
　ステップＳ４７では第１メモリ電源スイッチ５２を制御してメモリ制御回路３０および
ＳＤＲＡＭ３２を起動し、ステップＳ４９では第２メモリ電源スイッチ５４を制御してフ
ラッシュメモリ４２を起動する。
【００５６】
　ステップＳ５１では、ディジタルカメラ１０のファームウェアの実行に必要な初期設定
値をフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する。ステップＳ５３では、ディジ
タルカメラ１０のファームウェアをフラッシュメモリ４２からＳＤＲＡＭ３２に転送する
。ステップＳ５５ではフラグＦＬＧｆｗｄに“１”を設定する。
【００５７】
　ステップＳ５７では電源ボタン２８ａによって電源オフ操作が行われたか否かを判別し
、判別結果がＮＯであればステップＳ６３に進む一方、判別結果がＹＥＳであればステッ
プＳ５９～ステップＳ６１の処理を経てステップＳ６３に進む。
【００５８】
　ステップＳ５９およびステップＳ６１では主電源スイッチ５０および第２メモリ電源ス
イッチ５４をそれぞれ制御して、システム全体のうちメモリ制御回路３０およびＳＤＲＡ
Ｍ３２を除いた一部を停止する。ＳＤＲＡＭ３２は、自らの内部カウンタを用いたリフレ
ッシュの実行を開始する。
【００５９】
　ステップＳ６３ではＳＤＲＡＭ３２のセルフリフレッシュの実行期間が終了したか否か
を判別し、判別結果がＮＯであればステップＳ５に戻る一方、判別結果がＹＥＳであれば
ステップＳ６５～ステップＳ６７の処理を経てステップＳ５に戻る。ステップＳ６５では
第１メモリ電源スイッチ５２を制御してメモリ制御回路３０およびＳＤＲＡＭ３２を停止
し、ステップＳ６７ではフラグＦＬＧｆｗｄに“０”を設定する。
【００６０】
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　図１２を参照して、ステップＳ７１では現時点の動作モードが撮像モードであるか否か
を判別し、ステップＳ７５では現時点の動作モードが再生モードであるか否かを判別する
。ステップＳ７１の判別結果がＹＥＳであれば、ステップＳ７３で撮像タスクを起動する
。ステップＳ７５の判別結果がＹＥＳであれば、ステップＳ７７で再生タスクを起動する
。ステップＳ７１の判別結果およびステップＳ７５の判別結果のいずれもがＮＯであれば
、ステップＳ７９でその他の処理を実行する。
【００６１】
　ステップＳ７３，ステップＳ７７，またはステップＳ７９の処理が完了すると、モード
変更ボタン２８ｍｄが操作されたか否かをステップＳ８１で繰り返し判別する。判別結果
がＮＯからＹＥＳに更新されると、起動中のタスクをステップＳ８３で停止し、その後に
ステップＳ７１に戻る。
【００６２】
　以上の説明から分かるように、ジャイロセンサ５６はディジタルカメラ１０の動きを検
出する。第１メモリ電源スイッチ５２，第２メモリ電源スイッチ５４，およびサブＣＰＵ
４４は、ジャイロセンサ５６の検知に応答してＳＤＲＡＭ３２に電源を供給する。サブＣ
ＰＵ４４は、メインＣＰＵ２６によって実行されるプログラムを第１メモリ電源スイッチ
５２，第２メモリ電源スイッチ５４，およびサブＣＰＵ４４の供給処理に関連してＳＤＲ
ＡＭ３２にロードする。主電源スイッチ５０およびサブＣＰＵ４４は、サブＣＰＵ４４の
ロード処理の後の電源オン操作に応答してメインＣＰＵ２６に電源を供給する。
【００６３】
　動きが検出されると、内部メモリに電源が供給されるとともに内部メモリにプログラム
がロードされる。また、ロードされたプログラムを実行するプロセッサには、ロード処理
の後の電源オン操作に応答して電源が供給される。したがって、その後プロセッサによっ
てプログラムが実行される際にプログラムを内部メモリにロードする必要がなく、プログ
ラムが実行可能となるまでの期間を短縮することができる。また、プログラム処理装置の
不要な起動に起因する電力の浪費を抑制することができる。
【００６４】
　なお、この実施例では、ディジタルカメラ１０のファームウェア等をフラッシュメモリ
４２からＳＤＲＡＭ３２に転送するようにした。しかし、ディジタルカメラ１０のファー
ムウェア等が記録媒体４０に保持されるようにし、記録媒体４０からＳＤＲＡＭ３２に転
送するようにしてもよい。
【００６５】
　また、この実施例では、電源オン操作が行われることなくタイマ４４ｔにタイムアウト
が発生したとき、ＳＤＲＡＭ３２およびフラッシュメモリ４２を停止するようにした。し
かし、フラッシュメモリ４２の停止は、ファームウェア等の転送処理の完了後直ちに実行
するようにしてもよい。
【００６６】
　また、この実施例では、ディジタルスチルカメラを用いて説明したが、本発明は、ディ
ジタルビデオカメラ，パーソナルコンピュータ，携帯電話端末，スマートフォン，または
ディジタルオーディオプレーヤーなどの揮発性メモリが用いられる他の機器にも適用する
ことができる。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　…　ディジタルカメラ
　２６　…　メインＣＰＵ
　３２　…　ＳＤＲＡＭ
　４４　…　サブＣＰＵ
　５０　…　主電源スイッチ
　５２　…　第１メモリ電源スイッチ
　５４　…　第２メモリ電源スイッチ
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　５６　…　ジャイロセンサ
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